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９月６日（火）  

9:00   開    会 

 
9:00～10:00   セッション A：企画セッション           ZOOM 会場第１ 
日本の統計史を考える 
コーディネータ：小林 良行（東北・関東支部） 座長：山口 幸三（京都大学） 
１．小林 良行（東北・関東支部） 

明治期官庁統計の製表事務 
２．上藤 一郎（静岡大学） 

統計学史の視点から見た『萬國政表』 

 
9:00～10:30   セッション B：一般報告                           ZOOM 会場第２ 

ミクロデータの作成・分析 
座長：林田 実（北九州市立大学） 

１．伊藤 伸介（中央大学）*・横溝 秀始（総務省統計局・政策統括官・統計研究研修所） 
事業所・企業系の統計調査における合成データの展開可能性－経済センサスを例に－  

２．高部 勲（立正大学） 
公的統計の疑似的なミクロデータの作成・提供方法に関する研究                    

３．出島 敬久（上智大学）*・伊藤 伸介（中央大学）・村田 磨理子（（公財）統計情報 
  研究開発センター） 

外国人労働者の在留資格と賃金・労働時間との関係－賃金センサスのミクロデータ 
を用いて－ 

   （注）*印は口頭発表者。以下，同様。 
 
10:10～12:10   セッション C：一般報告              ZOOM 会場第１ 

移動に関する分析 
座長：坂田 幸繁（中央大学） 

 １．川本 晃大（早稲田大学・院）*・坂本 大樹（東京大学・院） 

        重力モデルによる若年層の大都市から地方への移動要因の解明 

２．LI Yapeng（立命館大学・院） 
地域的異質性を考慮した所得格差と世代間階層移動に関する実証分析 

 ３．大井 達雄（立正大学） 
「全国の人流オープンデータ」による観光地の滞在者数の経年比較分析 

 ４．栗原 由紀子（立命館大学）*・坂田 幸繁（中央大学） 
        パーソントリップ調査からみた属性別の職住分布特性の分析 
 
10:40～12:10   セッション D：企画セッション           ZOOM 会場第２ 

政府統計の現状と課題 

 コーディネータ：全国プログラム委員会 座長：森 博美（東北・関東支部） 
 １．鈴木 雄大（北海学園大学） 

生計費測定指標としての生活扶助相当 CPI の問題点と生存権裁判の状況 
 ２．丸山 洋平（札幌市立大学） 

北陸新幹線金沢延伸前後の北陸 3 県の人口移動－最近の人口移動統計活用の可能性－ 
 ３．伊藤 陽一（東北・関東支部） 
        合衆国の統計品質論の検討－FCSM「データ品質枠組み」報告を材料に－ 
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14:20～17:30   セッション E：企画セッション（労働統計研究部会企画） 
          ZOOM 会場第１ 

労働・生活・福祉問題と統計 

 コーディネータ：水野谷 武志（北海学園大学）  

座長：村上 雅俊（阪南大学），水野谷 武志（北海学園大学） 

１．平井 太規（立教大学） 
     マルチタスクとしての家事関連時間 
 ２．長尾 伸一（総務省統計局・政策統括官・統計研究研修所） 
     社会生活基本調査から得られるマクロ的アプローチによる労働時間の把握 

に関する研究 
 ３．水野谷 武志（北海学園大学） 

労働時間統計の国際比較方法 
４．村上 雅俊（阪南大学） 

     ワーキングプア層の構造変化－2012 年『就業構造基本調査』匿名データの 
利用による分析－ 

 ５. 小野寺 剛（九州国際大学） 
     非正規雇用の雇用創出効果と賃金損失に関する考察 
 ６．山口 幸三（京都大学） 
     正規雇用・非正規雇用の就業異動 
 
14:20～15:50    セッション F：企画セッション            ZOOM 会場第２ 

文化 GDP の推計とその展開－統計で結ぶ文化と経済－ 

 コーディネータ：藤川 清史（愛知学院大学）座長：長澤 克重（立命館大学） 
 １．河合 満朗（（株）シィー・ディー・アイ） 
     文化 GDP 推計の意義と活用 
 ２．藤川 清史（愛知学院大学） 
     我が国の文化 GDP の推計 
 ３．矢根 遥佳（立命館大学） 
     文化 GDP と文化財・サービスの輸出入 
 予定討論者：芦谷 恒憲（兵庫県立大学），氏川 恵次（横浜国立大学） 
 
16:00～17:30   セッション G：企画セッション（ジェンダー統計研究部会企画） 

           ZOOM 会場第２ 
ジェンダー統計の諸課題 

コーディネータ：杉橋 やよい（専修大学） 座長：福島 利夫（東北・関東支部） 
 １．髙橋 雅夫（長野大学） 
     夫婦の家事時間・労働時間の 10 年ごとの変化 
 ２．伊藤 陽一（東北・関東支部） 

国際的ジェンダー統計指標セットの現状・問題・方向 
３．杉橋 やよい（専修大学） 

都道府県版ジェンダー・ギャップ指数の検討 
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９月７日（水） 
9:30～11:30      セッション H：企画セッション           ZOOM 会場第１ 
国民経済計算・国際収支の改訂に向けた諸問題 

 コーディネータ：櫻本 健（立教大学） 座長：小川 雅弘（大阪経済大学） 

１．則竹 悟宇（立教大学・院） 

    日本の GDP における 2008SNA 加工用財貨の計測 

２．櫻本 健（立教大学） 

データの価値・フロー 

３．高山 和夫（内閣府・総務省） 

    米国 NIPA の成立とわが国の国民経済計算への影響 

４．萩野 覚・岩永 真由（内閣府経済社会総合研究所） 

資産境界の拡大とマーケティング資産の取り扱い 

 

9:30～12:00     セッション I：一般報告                 ZOOM 会場第２ 
地域分析 

 座長：菊地 進（東北・関東支部） 

１．坂本 憲昭（法政大学） 

     Google 検索による小分類事業所数の取得について 

 ２．山澤 成康（跡見学園女子大学） 

     新型コロナウイルスの地域経済に与える影響－都道府県別 GDP を利用して－ 

 ３．小西 純（（公財）統計情報研究開発センター） 

     訪問・通所介護施設における介護サービス受給者の地理的密度の地域差  

 ４．西内 亜紀*・新井 郁子（（公財）統計情報研究開発センター），草薙 信照（大阪 

経済大学） 

関西国際空港と中部国際空港の立地がもたらした人口構造の変化－地域メッシュ統計 

による昼間人口及び昼夜間人口比率の分析－ 

 ５．田中 力（立命館大学） 

里地・里山の所有と利用 

 
 
13:00～14:30    セッション J：特別講演（学会本部企画）      ZOOM 会場第１ 

清原 裕（（公社）久山生活習慣病研究所） 

       生活習慣病の疫学調査：久山町研究－その軌跡と成果－ 

司会：金子 治平（大阪経済法科大学）  

 
14:40～16:10    セッション K：一般報告               ZOOM 会場第１ 
産業連関分析・国際金融 

 座長：泉 弘志（関西支部） 

１．張 南（広島修道大学） 

国際資金循環における中国と米国の構造変化 

 ２．泉 弘志（関西支部）*・戴 艶娟（広東外語外貿大学）・李 潔（埼玉大学） 

国際産業連関表による剰余価値率の時系列変化の分析 

 ３．張 忠任（島根県立大学） 

     産業連関分析における価格波及モデルの一般化と統一化について 

 

16:10   閉  会 
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お知らせとお願い 

 

【大会に参加される方々へ】 

１．本大会は Web 会議ソフトウェア ZOOM を用いて実施します。報告者・聴講者・座長・コーディネー

タの方におかれましては，あらかじめミーティング用 ZOOM クライアントのインストール（無料）をお願

いいたします（過去にインストールされ，その後に利用していないという方は，ソフトウェアのアップデー

トをお願いいたします）。すでに有料の ZOOM アカウントを所持している方は改めてインストールの必

要はありませんが，ZOOM のアップデートは済ませておいてください。 
２．レコーディング（セッション・報告の録画）はお控えいただきますようお願いいたします。 
 

【報告者・座長・コーディネータの方々へ】 

１．報告要旨集（予稿集）は，学会ホームページで公開します（8月後半の予定）。 
２．各報告者の報告時間は質疑を含め原則1報告30分とします。企画セッションでは，報告時間の配

分・運用が異なる場合があります。詳しくは各セッションのコーディネータ，または座長にご確認・調

整ください。 
３．報告者は，パワーポイント他で発表する場合は，ZOOM の「画面の共有」機能を使ってください。

「画面の共有」は報告者ご自身が操作してください。 
４．ZOOM へのアクセス情報は大会開催の１週間前を目途にメール等でお知らせいたします。会員外

の方には転送などしないようにお願いします。 
 
【聴講者の方々へ】 

１．今年度大会では，聴講のための事前登録は実施しません。非会員については原則参加不可としま

すが，第66 回全国研究大会プログラムに報告者として氏名の記載のある非会員については参加

を可とします。団体会員については登録会員以外に5名を上限として参加を可とします。 

２．不測の事態により，大会が予定通り開催できない場合には，学会ホームページ，メーリングリストに

て本会の対応をお知らせします。 
３．会員には，ZOOMへのアクセス情報を大会開催の１週間前を目途にハガキ等でお知らせいたしま

す。会員外の方には知らせないようにお願いします。その他，大会に関わる追加的なお知らせ事項

等については学会ホームページ，メーリングリストにて行います。 
 
 

 
 経済統計学会 2022 年度全国研究大会プログラム委員 

委員長    西村 善博（九州支部） 

副委員長   松川 太一郎（九州支部） 

委員     鈴木 雄大（北海道支部）  杉橋 やよい（東北・関東支部） 

       櫻本 健（東北・関東支部） 長澤 克重（関西支部） 


